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第１回デイセンター「おまつり」開催！ 

２００８・５・３１（土）

 赤と紫２種類の市松模様に薄ピンクのさくら模様。粋な手ぬ

ぐいを自由に身に付け、さくら草はご近所の方々をもてなしま

した。  

日頃の感謝を込めて、３年目のデイセンターさくら草を地域

の方々に知ってもらおうというシンプルな目標の下「おまつり」

を行いました。 

わなげにヨーヨー釣り、焼きそば、わたあめ、ポップコーン、

豚汁、餅つき、陶芸体験。それぞれの部署が和気あいあい、時

に血気盛んに「おまつり」を盛り上げました。「おまつり」に協

力頂いた方々、デイに遊びに来て下さった方々に篤くお礼を申

し上げます。ありがとうございました！ 

さくら草デイ、ロックバンドライヴ ０８・７・２５ 

   
夏の太陽が、『ギン！』と降り注ぐ。さくら草はライヴで燃えていた。ロックバンド『０００００』（ムゲン）今日の太陽だ。彼ら５人の

放射する熱にノッた利用者の感想を伝えよう。 
ライヴ中、身体を揺らしてノッているのかと思ったら、涙を流して聴いていた利用者がいた。普段は音楽に縁遠い人が、曲が始

まるごとにスポットライトを浴びたように明るく笑ってみせた。もらったサイン入りＣＤを毎日聞いて完全、ファンになった人もいる。 

わたしが感想を聞いてまわるわけでもなく、こんな話が集まってきた。 彼らは間接的な表現で他人に感情を伝える為、どうして

もリアクションに時間がかかってしまう。週が明けて、家族のもとで「今日の出来事」を噛み砕いて消化して。 次はいつ来てくれるん

だ！？と、期待の言葉。これに尽きる。                                             （野島）

http://www.sakuraso.net/
mailto:sakuraso@www2.kiy.jp
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新職員紹介 

 
 
 
 
 
 

  初めまして。看護師の山梨 藍
です。さくら草では、利用者さん

の生き生きとした笑顔からたく

さんのパワーをもらって働いて

います。 
皆さんが毎日、元気に楽しく過

ごせるよう、少しでも力になれれ

ばいいなと思っています。どうぞ

宜しくお願いします。 

 

 
   

（２０年 ５月１６日～２０年 ８月２５日） 

  

５月   ３０日   ０００００（ムゲン）リハーサル 

３１日   おまつり 

６月  １１日～  さく咲展～ＴＯＫＩ～ 

～２９日    （ＷＩＴＨ ＯＮＥ） 

     １２日   健康診断 

 ７月  ２５日   ０００００（ムゲン）ＬＩＶＥ 

 ８月  ７・８日  地域の子供達と紙すき体験 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さくら草 “作品展” 再び！！ 

 
今年も、６月１１日～２９日の期間、題して  『さく咲展２００８  

～ＴＯＫＩ～』（～とき～）を開催しました。  

入店後にまず目をひく、みんなの合作による超大作のタペストリー、 

新たなアーティスト、細川 健一さんによる絵画。そして、夏をイメー 

ジした、陶器の数々。今回もたくさんのお客さんに見に来て頂き、た 

くさんのお褒めの言葉を頂きました。 

今回も作品展の開催には、ご近所の Cafe’&SweetsＷＩＴＨ ＯＮＥ 

さんのご協力により、実現する事が出来ました。 さくら草一同、篤く 

御礼を申し上げます。 

どんな作品が生み出されるか、今後もお楽しみに✫ （内城） 

 
 
 
 

       

ある日の帰りの会での出来事。普段は恥ずかしがり 

         やのベッキーちゃんですが、鈴木摩耶君が明日からお 

出かけとの事で、「摩耶君にいってらっしゃいしてあげ 

てね。」というと、その時ベッキーちゃんが言った言葉に 

その場にいた全員が驚きました！ 

普段は「いったー」「パカパカ」などの言葉が多いので 

すが、その時の言葉は全員が「いってらっしゃい」と聞き 

取れるぐらいハッキリとしたものでした。ベッキーちゃん 

の新たな一面を発見し、又その優しさは場を和ませてくれました。これ 

からもベッキーちゃんのたくさんのおしゃべり期待しています！！  

 （石井） 

            

麦茶のポットが空になったら、厨房のカウンターに返します。 

「Ｔさん、お願いします」「は～い」 

それを見ていたＫ君がバタバタ走って来て、ほとんど厨房に 

着いていたＴさんからポットを受け取り返して来てくれました。

ある日は、「Ｋ君、お願いします。」「嫌なの。行かない。」「じゃ、

Ｔさんに頼もうかな。」「やっぱりＫ君が行く。」 バタバタと返しに

行ってくれました。 

また、ある日は、「Ｅ君、お願いします。」「は～い。」 しばらく 

して、「返してきたよ。」「どうもありがとう」「イエイエ、どういたし

まして。」 ポットを返すお手伝いも大切なお仕事。みんな頼まれ 

るって嬉しいのかも。 

静かにその時を待っている人もいるんでしょうね。  （益田） 

ギャラリーの様子

↓細川画伯による作品

↑ 超大作のタペストリー 

 

↓ 

夏
の
陶
器 

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ 

健康診断-年2回 ヘアカット(理･美容)  石けん作りー週１回 

体重測定―毎月 誕生会-各誕生月 アロマセラピー-月１回  

音楽療法-月１回 みんなのアトリエ-月１回 通院介助 

静的弛緩誘導法訓練会参加-月１回 趣味の日-月１回  

陶芸―週 1回 半日ツアー-１人年２回 保護者会-月１回 
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スタッフ紹介

 

サポートゆず  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. A 型 
2. フラダンス(今チョー楽しい) 
  J コンサートで騒ぐこと 
3. サッカー選手、ダンサー 
4. えび、寿司、果物 
5. ハワイに住んでフラダンサーになる 
 
～丸中さんはこんな人～ 

長いお付き合いになりますが、変わらな
いのが良く食べてよく寝てとても元気な人
です。まさしく B 型！！な方ですが、一緒
にいても気楽な人です。こと仕事はものす
ごーいパワーと強さがあり、とても頼れる
方(男か?!?!)それは心から尊敬してます。こ
れからも飲みすぎに注意してください。 
 

1. B 型
2. マイブームは重曹･クエン酸 
3. 白バイ 
4. 海のカキ、嫌いなものはなし 
5. 逸見さんのフラダンスを横目で見な

がらホノルルマラソン完走 
 
～谷田さんはこんな人～ 

6 月から職員になり事務兼サポートを
こなし、なんて力になってることでしょ
う。若いのに冷静沈着ドンッと構えている
うのちゃん。子どもたちと楽しく楽しく過
ごしている姿は見ていて気持ちが良いで
す。 

美味しい食べ物をいつも調達してくれ
てうれしい！！ 

1. O 型 
2. 音楽鑑賞(民謡からオペラまで) 

スポーツ吹矢 
旅 
マイブームは妻が入院中の為スピー
ディーに作る料理 

3. ひとつのことを追求し続ける研究者 
屋久杉 

4. まぐろ、せんべい、果物 
5. このままで良いカナ？ 
 
～富田さんはこんな人～ 
ハンサムで好青年です… 
自分を積極的に出せばもっと良いのにな
ぁーと思います。 

1. O 型 
2. スキューバダイビング 

旅 
美味しいものを買いに行くこと 

3. 海女さん、イルカの調教師 
4. ゆで玉子、目玉焼き 
5. 宝くじに当選し、世界一周旅行(ピー

スボードに乗って！) 
 
～箕輪さんはこんな人～ 

スタッフの中で唯一パソコンができ、
何でも良く気付いてくれて“ゆず”の大
黒柱のような尊敬できる方です。 

これからも、いろいろとお世話になり
ます！ 
お身体(左半身)を大切に… 

 
☀ 

5 名他 20 名のヘルパーがゆずを
支えている。 

年齢層は 30 歳代～70 歳までと
幅広い。 

一緒に汗を流して遊ぶ兄ちゃん姉
ちゃん、デンとかまえた母ちゃん、
頑固なじぃちゃん。 

それぞれの個性を発揮し、それぞ
れの信頼関係を築く。 

介護する側、される側の垣根なく、
お互いが『大切な存在』となれる『人』
『場』でありたい。    (丸中) 

1. 血液型 
2. 趣味･マイブーム 
3. 生まれ変わったら何になりたいか 
4. 好きな食べ物 
5. 将来の夢 

1. A 型 
2. サッカー、将棋、釣り、パチプロ(昔) 

マイブームはしらこばとプールに行くこ
と、短パン(夏のみ) 

3. ビルゲイツ、女性、木村拓哉 
4. 焼肉、カレー、ビール 
5. サッカー選手になって Wcup に出場 
  子どもと一緒に暮らすこと 
 
～逸見さんはこんな人～ 

話好きの逸見さん。よく逸見さんから話しか
けてくれます。TV、ドラマ、音楽、芸能界、
ジャニーズの話、世間話、すべらない話、つま
らない話、どうでも良い話等々。今日は何の話
をしてくれるのか楽しみにゆずに来ると、今日
もジャニーズの話しかぁ。よっぽどジャニーズ
が好きなんだなぁと思うとそうでもありませ
ん。サッカーの宮本選手・ハンドボールの宮崎
選手かっこいいよね！亀田兄弟若いのに頑張っ
てるよね、等々話してくれます。その中、わか
ったことが１つあります。逸見さんは若くて今
どきのイケメン好きのミーハーだったこと。一
言、言わせてください！たまには僕にもしゃべ
らせて下さい…。 

でも、そんな色々と鈍くさい逸見さんが大好
きです。 
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龍ちゃんの「嫁入り」 

た。 
子。 

日のようにサポートさくら草に通う、みんなの人気者。 

背中をかいて」「おんぶして」と、龍ちゃん語で話しかけてくる甘えっ子。 

水たまりで遊んでばかり。 

きを上げて、 

思わせてくれる、龍ちゃんの笑顔。 

 

き

したり。 

の仲間も多いし、一

龍ちゃんの成長にも
いことが多いよね。 

みんなで話し合い、サポートゆずにお願いするほうが良いと結論がでたのが夏
初め。 

ポートゆずの受け入れ態勢も整えてもらわなきゃ・・・ 

をはっきり打ち出せなかった理由は、龍ちゃ
ら草から移ってしまうと 

寂しいから」 
 

龍ちゃんがサポートさくら草から、サポートゆずに移って行きまし
龍ちゃんは大宮北養護学校に通う、元気一杯な小学生の男の
毎
 
いつも担当者の手を引っ張り 
「
 
外が大好き、水が大好きの龍ちゃん。 
雨上がりに散歩に行くと、
ちっとも前に進まない。 
それでもバシャバシャ水しぶ
遊んでいる姿は楽しそう。 
「進むばかりが散歩じゃないよ」 
と
 

 
 
そんな龍ちゃんの成長にしたがい、体も大
くなり、あふれる元気は弾けんばかり。 
飛んだり跳ねたり、元気一杯の龍ちゃんに、
サポートさくら草はそろそろ狭いのかな？ 
同年代の友達と、遊んだりケンカを
そんな環境のほうが良いのかな？ 
サポートゆずには小学生
緒に楽しく遊べるね。 
いろんな刺激を受けて、
良
 
 

そう思い、
の
 
お母さんにもお話ししなきゃ・・・ 
サ
 
でも、いろんな理由を付けて、移籍の日にち
んがサポートさく
「
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さくら草からゆずに移るのなんて、なんてことない。会いたくなったら、いつでも会える
よ。そう思いながらも、決められないのは 
「寂しいから」 
 
お母さんにお話ししたら・・・ 
ゆずの受け入れ態勢が整ったら・・・ 龍ちゃんが行ってしまうよ。 
 
そんな１日延ばし、２日延ばしにしている中で、職員の一人が言いました。 
「龍ちゃんはここにいると、『ダメ』と言われることが多くなる。 
それならゆずに行って、仲間と飛んだり跳ねたり、元気に遊ぶほうが龍ちゃんのためだよ」 
 
確かにそうなのです。 
サポートさくら草は重度の利用者さんが多く、体を休めて体調を整えることが優先される
人が多い。 
その中で飛んだり跳ねたり、元気な龍ちゃんは、お互いの安全のために 
「龍ちゃん、それはダメだよ」と言われることが多くなる。 
 
のびのび過ごせる環境に移ることは、龍ちゃんのためになる。 
そう思ってからは、お母さんとお話しして、ゆずに受け入れ態勢のお願いをして。 
日にちもはっきり決めよう。 
そんなバタバタする中で、龍ちゃんの移籍を寂しく感じるヘルパーさんの一人が提案して
くれました。 
「龍ちゃん、ゆずにお嫁入りなんだね・・・お嫁入り道具を持たせてあげようよ。」 
 
龍ちゃんの大好きなお手玉遊び。 
小さな体に持ちきれないほど抱えて、サラサラと手の中を滑り落ちる感触を楽しむのが大
好き。 
とってもたくさんの手作りのお手玉を持たせてあげよう。 
それを入れる箱には、みんなで寄せ書きしよう。 
 

 
 

「元気でね」 
「もっともっと、大きくなって」 
「楽しかったよ、ありがとう」 

   
そんな寄せ書き入りの箱に入った、 
お手玉の「お嫁入り道具」。 

   
ぶかっこうで不出来だけど、 

愛情だけはたくさん入っているからね。 
 

 
 
夏休みが始まったその日から、「お嫁入り道具」とともに、龍ちゃんは 
ゆずに行きました。 
 

龍ちゃん、ありがとう。 
みんなに愛されますように。 
元気に大きくなりますように。 
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◎ 市内  K・W 様 ご支援に感謝申し上げます ◎ 

 
＊ ご寄付に感謝！  

法人格を取得した初年度、ある企業様より多額のご寄付を賜り、車両やリフトなど設

備を充実させていただきました。また別の企業・社員の方々より、飾り棚のご寄付を賜り

ました。今年度も個人の方々からご寄付を賜っております。 

その中に、住所は「市内」、お名前は「K・W」とイニシャルで季節のご挨拶を添えて定期的に

支援のお志をご送付いただいている方がいらっしゃいます。 

これまでも多くの皆様のお気持ちを賜っております。この貴重な浄財は、障がいを持つ利

用者の福祉向上に大切に使わせていただきます。 

また、アパートを建て替え屋根付き駐車場まで取り付け、事業所としてご提供いただいてい

る方もあります。 

ここに皆々様に重ねて御礼申し上げます。 

 

 

＊ 多才なボランティアさんに感謝 

さくら草利用者を直接支えてくださっている方もあります。理容

師、美容師さんはおしゃれで、アロマセラピーやアトリエ（絵画）や

ピアノ演奏やロックバンドなど音楽・芸術など創造的な感性で利用

者の暮らしを楽しく豊かなものにしてくださっています。 

工賃にと古紙等を提供いただいている花屋さんやご近所さん、

マンションでまとめてくださる管理人さん、空き缶をご自宅で回収し

提供くださる方もいらっしゃいます。もちろん食事や身の回りの介

助をしてくださるボランティアさんもいらっしゃいます。 

まさに有形無形の支援を受けて社会福祉法人さくら草が日々を

重ねております。地域の皆様の温かいまなざしに見守られて当法

人が、今日あるのという思いを年々強くしています。 

 

＊ あらためて御礼申しあげます。 

匿名を希望されるご寄付者もいます。個人情報の問題もありますが、有形無形の協力者を

分けて、お名前を掲載することの難しさがあります。そのような理由から、ご芳名を広報誌に

掲載することを差し控えておりました。 

 

ここにあらためて、障がい福祉に理解とご支援の手を差し伸べてくださる皆様に衷心より感

謝申し上げます。                                         

 （山本） 

 

 
 

南区障がい者生活支援センターあみ～ご

あみ～ごでは、障がいをもつ方やその 

ご家族からの相談に乗っています。 

相談料はかかりません。 

お気軽にご連絡ください。 

 

                  〒336-0022 

さいたま市南区白幡 5-11-16

電話･FAX 048-866-5098 

 
 

元気にあいさつ運動実施

中。地域の皆さんのあり

がたさを実感した、広報

第８号。  （Ｎ）    
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